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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２４年８月９日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 転覆 

発生日時 平成２３年４月２日（土） １４時０５分ごろ 

発生場所 滋賀県琵琶湖北東部の滋賀県長浜市長浜港南方沖 

 長浜市所在の加田村
か た む ら

二等三角点から真方位２５０°２,９００ｍ付近 

 （概位 北緯３５°２１.１′ 東経１３６°１５.５′） 

事故調査の経過  平成２３年４月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

モーターボート キタガワ号、５トン未満 

 ２４０－５２５０７岐阜、個人所有 

 ５.３６ｍ（Lr）×２.３２ｍ×０.８１ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関、１４７.１kＷ、平成１３年１月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ２８歳 

 二級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２２年４月１５日 

  免許証交付日 平成２２年４月１５日 

         （平成２７年４月１４日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船外機が濡損及び破損 

 事故の経過  本船は、船尾部に船外機を備えたバス釣り用のモーターボートであり、

船長が１人で乗り組み、友人１人を乗せ、滋賀県近江八幡市 沖
おきの

島東方沖

で釣りを行っていたところ、天気が悪くなってきたので、平成２３年４月

２日１２時００分ごろ長浜港へ帰港することにして釣り場を発進し、琵琶

湖の南東岸沿いを北東進した。 

 船長は、滋賀県彦根市の北西方沖に差し掛かった１３時００分ごろから

波が高くなり、波を受けながら低速力で航行しているうちに船外機の調子

が悪くなって停止したので、最寄りの船だまりなどに避難することを考え

たが、翌日に釣り大会を控えており、低速力で航行すれば長浜港に帰港で

きると思い、船外機を始動して航行を続けた。 

 本船は、１４時００分ごろ、長浜港の南方沖を北進中、波高約２ｍの波

が打ち込んで再び船外機が停止し、船首が風下に向いたので、船長が小型

の電動推進器を作動して船首を波に立てようとしていたところ、船尾方か

ら更に波が打ち込み、１４時０５分ごろ水船状態となって転覆し、船長及

び同乗者が湖に投げ出された。 

 船長は、転覆直前に携帯電話で１１０番通報した。 

 船長及び同乗者は、いずれも固形式の救命胴衣を着用しており、本船が
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転覆する前、船長が本船に備付けの救命胴衣３個を、同乗者が救命浮器を

それぞれ持ち出した。 

 船長及び同乗者は、陸岸に向けて泳ぎ始め、船長は陸岸に泳ぎ着いたと

ころを、同乗者は湖面に設置された取水塔に泳ぎ着いたところをそれぞれ

警察官に救助され、同乗者が救急車で病院に搬送された。 

 気象・海象  (1) 気象 

  ① 警報、注意報の発表状況 

    本事故の発生前には、風に関する警報又は注意報は発表されてお

らず、彦根地方気象台は、４月２日１７時１１分、長浜市に強風注

意報を発表した。 

  ② 気象観測値 

    本事故発生場所の北方７km付近に位置する長浜市所在の長浜地域

気象観測所の観測値は、次のとおりであった。 

時刻 

（時:分）

１０分間平均 最大瞬間 
気温 

（℃）風向 
風速

（m/s）
風向 

風速

（m/s） 

06:00 NNW 1.1 NNW 2.2 3.8 

08:00 SE 0.6 ESE 1.4 9.7 

10:00 SSW 1.7 SSW 3.1 13.0 

11:00 WSW 1.5 WSW 3.7 15.4 

12:00 NW 3.6 WNW 8.2 16.0 

12:30 NW 3.7 NW 8.5 16.4 

13:00 NNW 3.3 NW 6.7 15.7 

13:20 NNW 3.3 NNW 9.6 16.0 

13:30 NW 3.1 NNW 8.7 15.9 

13:40 NNW 3.7 NNW 8.1 15.5 

13:50 NNW 4.0 NNW 7.9 15.0 

14:00 NNW 4.7 NNW 8.8 14.7 

14:10 NNW 3.4 WNW 8.1 14.2 

14:20 NNW 4.2 NW 10.7 13.5 

14:30 NNW 4.1 NNW 9.1 12.9 

 (2) 海象 

   波高 約２ｍ、水温 約６.８℃ 

 その他の事項  本船の喫水は、船首約０.２０ｍ、船尾約０.５０ｍであった。 

 同乗者は、本船をけん
．．

引して長浜港まで運搬した。 

 船長及び同乗者は、本事故発生日の翌日に開催予定のバス釣り大会に備

え、バス釣りの練習のために出港した。 

 船長は、これまで本船を操船して１０回以上琵琶湖でバス釣りをしたこ

とがあった。 

 船長は、インターネットにより、２日１７時ごろから風速約７m/sの風が

吹くとの天気予報を確認したので、早朝に出港して約６時間釣りを行い、

１２時ごろには帰港することにしていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

あり 

 本船は、琵琶湖北東部の長浜港南方沖を北進

中、帰港を始めた頃に比べ、風速が増し、波が高
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くなってきたものの、船長が、低速力で航行すれ

ば長浜港に帰港できるものと思い、航行を続けた

ことから、波が船内に打ち込んで船外機が停止し

たところに更に波が打ち込み、浸水して転覆した

ものと考えられる。 

 船長は、天気予報により夕方から風が強くなる

とのことであったので、１２時ごろに帰港するこ

とにしていたところ、帰港予定の時刻となったこ

と、及び天気が悪くなってきたことから、１２時

ごろから帰港を始めたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、琵琶湖北東部の長浜港南方沖を北進中、帰港を始め

た頃に比べ、風速が増し、波が高くなってきたものの、船長が、低速力で

航行すれば長浜港に帰港できるものと思い、航行を続けたため、波が船内

に打ち込んで船外機が停止したところに更に波が打ち込み、浸水して転覆

したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、次の

ことが考えられる。 

 ・荒天が予想される場合は、できる限り出港を中止することが望ましい

が、出港後に天気が悪化したときには、速やかに最寄りの船だまりな

どに避難すること。 

 ・救命胴衣を着用すること。 

 




